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今
年
度
の
農
委
だ
よ
り

は
、
鹿
嶋
市
の
次
世
代
の
農

業
を
担
う
若
手
を
取
材
し
、

表
紙
を
飾
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
現
役

の
農
業
委
員
の
お
父
様
と
一

緒
に
、
鹿
嶋
市
の
農
業
を
盛

り
上
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。 

 購読申込先 農業委員会事務局 購読料 月 ７００円 

 農業経営に必要な情報誌  

 全国農業新聞は、現場のアイデアから生まれた技術や商品

をはじめ、先進的な経営者の経営理念などを紹介している農

業総合専門誌です。毎週、農業者の視点でお届けします。 

 

 日向寺義則（２８）さんは、

本市の農業委員の日向寺 昌幸さ

んのご子息で、茨城県立農業大

学校の園芸部で施設メロン・高

濃度トマトの栽培を専攻しまし

た。卒業後は２０歳で新規就農

し、大学校時代の経験を活かし

てメロン、トマトに加えてピー

マンの栽培を行っています。 

 また、栽培した作物はJAなめ

がたしおさいへ出荷するのがメ

インですが、メロンとトマトは

庭先でも直売しております。 

 農業を始めたきっかけは、自身が農家に生まれ、両親が農作業をしている姿を見ながら成長して

いく過程で、家業を継ぐのは自分しかいないと思ったから、とのことです。 

 作物を栽培するのに苦労していることは温度管理で、喜びを感じる瞬間は作物が無事に育ち、収

穫ができたときと、その作物が市場に並んだときであると、話されておりました。 

農 業 者 年 金 に 加 入 し ま せ ん か 

 今回は，市内大小志崎在住の 

 日向寺 義則さんをご紹介します。 

≪７つのメリット≫ 
１ 国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する２０歳以上６０歳未満の人まで加入でき 

  ます。※令和４年５月１日から制度改正に伴い、６５歳未満の人まで加入が可能となる予定です。 

２ 積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い！ 

３ 保険料の額(月額１万円～６万７千円）を自由に決められます。 

  ※２万円未満の場合は、別途条件があります。 

４ 脱退は自由で、脱退された場合は、脱退一時金としてではなく、支払 

   った保険料とその運用益が将来、年金として支給されます。 

５ 終身年金で、８０歳前に亡くなられた場合には死亡一時金があります。 

６ 税制面の優遇措置が大きい。 

７ 一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助があります。 

詳しくは、農業者年金基金ホームページ（https://www.nounen.go.jp）にてご確認ください。 

 日向寺さんは、農業者年金に加入しています！ 農業者年金はP４をご覧ください！ 
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ハクビシン

イノシシ等の捕獲状況（年度別） 

 

 人・農地プランとは、農業者が話合いに基づ

き、地域における農業において中心的な役割を

果たすことが見込まれる農業者を「中心経営

体」とし、地域における農業の将来の在り方な

どを明確化し、市町村が公表するものです。  

イノシシ等による

農作物被害のご相

談は、農林水産課

まで。 

 
 

会
長
あ
い
さ
つ 

新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

 

日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
格
別
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

昨
今
は
、
担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
不
足
等
の
長
年
の
課
題
に
加
え
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延
に
よ
る
影

響
に
よ
り
農
作
物
の
消
費
が
減
少
す
る
な
ど
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
一
日
で
も
早
く

皆
さ
ま
と
自
由
に
活
動
が
で
き
る
日
常
が
戻
る

こ
と
を
強
く
望
ん
で
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
八
月
に
農
業
委
員
会
は
農
業
委

員
十
四
名
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
十
二

名
の
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
引
き
続

き
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
共
に
農
地
集
積
・
集
約

化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
後
も
、
本
市
の
さ
ら
な
る
農
業
振
興
に
向

け
て
、
農
家
の
皆
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
た
農
業

委
員
会
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

平成２１年１２月１５日から、相続等により農地の権利を取得した方は、農業委員会へその旨を届出する必要

があります。※権利を取得した土地が農地でない場合は不要です。詳しくは農業委員会までお越しください。 

鹿嶋市内の認定農業者にお

ける被保険者の割合⇒８％ 

内訳 

①加入者数：１０人 

②認定農業者数１２３人 

※令和３年３月末現在 

人・農地プランについて 

農林水産課からのお知らせ 

～農地法第３条の３第１項の規定による届出書～ 農地の相続等の届出について 



地区名 
農業委員 

推進委員 
担 当 地 区 

 
地区名 

農業委員 

推進委員 
担 当 地 区 

 

鹿島 

第１ 

 笹本 真由美 

 吾妻 勲 
 清水・明石・小宮作・下津・神向寺・宮津台 

 大野 

第１ 

 日向寺 昌幸 

 日向寺 隆 
 大小志崎・武井釜 

 

鹿島 

第２ 

 笠貫 順一 

 小野木 栄一 
 田野辺・山之上・田谷・田谷沼・猿田 

 大野 

第２ 

 清宮 茂信 

 久保 和男 
 荒井・浜津賀・青塚 

 

鹿島 

第３ 

 石津  彰 

 小沼 信夫 
 沼尾・須賀・爪木・大船津 

 大野 

第３ 

 桐澤 いづみ 

 大久 保幸司 
 角折・荒野・小山 

 

鹿島 

第４ 

 今村 太一 

 平山 英夫 

 平井・宮中・宮下・旭ケ丘・港ケ丘・高天原・ 

 城山・神野・厨・鉢形・鉢形台・平井南・緑ヶ丘 

 大野 

第４ 

 大槻 勝敏 

 田口 稔 
 志崎・武井 

 

鹿島 

第５ 

 大川 喜美 

 橋本 久雄 

 木滝・木滝佐田谷原入会・粟生・光・国末・ 

 泉川・長栖 

 大野 

第５ 

 山本 清治 

 山本 三郎 
 津賀・和・棚木 

 

鹿島 

第６ 

 野口 嘉徳 

 山中 泰男 
 根三田・佐田・下塙・谷原・鰐川 

 大野 

第６ 

 永作 幸雄 

 清宮 敏男 
 林・中・奈良毛 

 （氏名・担当地区） 

 

                        
  
  
  
 
   
  
 吾妻 勲    小野木栄一     小沼信夫    
 鹿島第１    鹿島第２    鹿島第３     
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 平山英夫    橋本久雄     山中泰男      
 鹿島第４    鹿島第５    鹿島第６      
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 日向寺隆     久保和男     大久保幸司     
 大野第１     大野第２     大野第３     
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 田口 稔    山本三郎     清宮敏男     
 大野第４     大野第５     大野第６     
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種

別 
作業種別 

標準賃金 
備考 

 種

別 
作業種別 

標準賃金 
備考 

作業内容 単位と金額  作業内容 単位と金額 

田 

一般作業 田作業 
          ８時間 

   ７，５００円 

 男女とも同額 

 食事なし 

 

畑 

一般作業 畑作業 
          ８時間 

   ７，５００円 

 男女とも同額 

 食事なし  

耕起 

（トラクター） 

ロータリー耕 
      １０ａ 

  ６，０００円 

  

 
ロータリー耕 

      １０ａ 

  ５，０００円 

  

耕起 

（トラクター）  

 

プラウ耕 
      １０ａ 

  ６，０００円 

 
プラウ耕 

      １０ａ 

  ６，０００円  

代かき 
      １０ａ 

  ８，０００円 

 深 耕 

ロータリー 

      １０ａ 

 ２０，０００円  

あぜ ぬり 
畔  塗 

       １ｍ 

     ６０円 

 深 耕 

プラウ 

      １０ａ 

 １０，０００円  

草刈 

（保全管理） 
草刈り機 

      １０ａ 

 １２，０００円 

 開 墾 

プラウ 

      １０ａ 

 １０，０００円  

田植え 機械植え 
      １０ａ 

  ７，０００円 

 側条施肥は 

 ２，０００円増額 

 

トラクター 

マルチ張り 
    ２００ｍ 

  １，５００円  

稲刈り コンバイン 
      １０ａ 

 ２０，０００円 

 倒れ稲はこの 

 限りではない 

 
ミツバ掘り 

      １０ａ 

 １０，０００円 

 振動掘は 

 ３，０００円増額  

乾燥・調整 

   もみす 
乾燥～籾摺り 

     ６０ｋｇ 

  ２，０００円  陸稲は 

 ５０円増額 

 

 
 

もみす 
籾摺り 

     ６０ｋｇ 

     ７００円 

 

 

  ※別途消費税がかかります。 

 ※作業場所や時間、作業内容等の働く条件によって異なります。 

     上表を参考に話し合いで決めてください。 

 種別 地    域 平均額 最高額 最低額 データ数 

田 鹿嶋市全域 
 基盤整備地域  １２，９００円   １４，７００円    １０，０００円     ３４ 

 未整備地域  １１，６００円   １４，５００円     ９，２００円     ８ 

畑 鹿嶋市全域 
 基盤整備地域  １２，０００円   ２０，１００円     ８，４００円     ４ 

 未整備地域   １０，１００円   １３，２００円     ８，０００円    ６２ 

  ※データ数は、集計に用いた筆数です。また、賃借料を物納(玄米) としている場合は、60kg あたり9,100 円に換算しています。 

農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介 

 橋本 正    出頭勝美                       
  会長     会長代理                         
  
  
  
  
  
  
 
  
  
笹本真由美    笠貫順一     石津 彰    
 鹿島第１    鹿島第２    鹿島第３     
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 今村太一    大川喜美     野口嘉徳      
 鹿島第４    鹿島第５    鹿島第６      
  
  
  
  
  
  
  
  
  
日向寺昌幸    清宮茂信     桐澤いづみ     
 大野第１     大野第２     大野第３     
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 大槻勝敏    山本清治     永作幸雄     
 大野第４     大野第５     大野第６     

令和3年8月27日に辞令交付式が執り行われ、

新体制となりました。 

任期：令和3年8月27日～令和6年8月26日 

※農地等に関することは、近くの農業委員や推進委員に、お気軽に相談ください。 

（氏名・担当地区） 
農業委員 

農地利用最適化推進委員 


